
13

２）情報通信技術の活用
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Ａ 情報通信技術の活用、交通運用施策の導

入などハード、ソフトの組み合わせが重要

Ｂ ＩＴＳ技術をさらに進歩させ、物流効率
化などを図るべき

Ｃ 都市交通問題に対処するツールとして、

ITS技術の開発と活用を一層推進すべき

Ｄ ITS技術の進展と普及など技術の革新と普
及を踏まえた対応が必要

○ 高齢者の運転をサポートするITSは重要

○ 安全対策のためにもITSの普及、拡大、標準装
備は重要

○ 都心に通過交通を入れないため、環状道路の

整備とともに、ITSによる情報提供は重要

○ ＶＩＣＳ，ＥＴＣなど様々なシステムを統合すべき

委員からの意見委員からの意見

インタビューにおける主な意見インタビューにおける主な意見

論点整理における指摘事項と議論のポイント論点整理における指摘事項と議論のポイント

１．安全運転支援のあり方

・VICS情報の拡充
・インターネット等を活用した情報提供
・物流効率化の支援
・道路交通のマネジメント

・路車協調による安全運転支援
・ナビゲーションの高度化による安全
運転支援

３．大型車・重量超過車両管理の高度化

４．ＥＴＣの多目的利用と様々な機能を
備えたＩＴＳ車載器

２．より効果的な道路交通情報の提供と
活用

今回の審議事項今回の審議事項
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5,000
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20,000

S31 S36 S41 S46 S51 S56 S61 Ｈ３ Ｈ８ Ｈ１３ (年)

0

500

1,000

1,500

6,352人
(平成18年)
近年最小

1,190,478人
(平成16年)
過去最多

16,765人
(昭和45年)
過去最多

997,861人
(昭和45年)

H18

・ 交通事故死者数は減少傾向にあるものの、死傷者数は、依然、高い状態で推移
・自動車単体技術（ＡＳＶ）の進展により、車載センサーで検知した情報等を用いて運転を支援する

自律検知型のシステムについて、順次技術が実用化・装備
・今後は、車単独で検出困難あるいは検出不十分な場合には、道路インフラとの協調が重要

路車協調による安全運転の支援路車協調による安全運転の支援の必要性イメージの必要性イメージ

（１）路車協調による安全運転（１）路車協調による安全運転支援支援支援支援

１．安全運転支援のあり方１．安全運転支援のあり方

交通事故死者数及び死傷者数の推移交通事故死者数及び死傷者数の推移

%%

【主な自動車単体技術ＡＳＶ技術】

○ふらつき警報
○車間距離警報

○車線逸脱警報
○レーンキープアシスト

出典：ＩＴＳ Ｊapan資料及び自動車交通局資料より作成

死者数死者数

死傷者数死傷者数

出典：警察庁資料より作成
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・ 都市高速道路では、曲線半径の小さい事故多発カーブなどが多数存在
・首都高速道路参宮橋カーブにおいて、カーブ先の渋滞末尾や停止車両の情報を路側アンテナか

ら車両に提供し、注意喚起する社会実験を実施
・ ２００５年３月から高機能舗装打替等の対策と併せて実施した結果、事故が約８割削減
・今後、このような箇所において、路車協調のシステム導入を進めることが重要

出典：国土技術政策総合研究所資料より作成

上り
→

下り
←

ＶＩＣＳビーコン

赤外センサー

約300m

センサーが渋滞や停止・低速車両を検知

ピッ
！ カーブの先の状況を

簡易図形で表示

カーナビの表示

ピッ
！ カーブの先の状況を

簡易図形で表示

カーナビの表示

上り
→

下り
←

ＶＩＣＳビーコン

赤外センサー

約300m

センサーが渋滞や停止・低速車両を検知

ピッ
！ カーブの先の状況を

簡易図形で表示

カーナビの表示

ピッ
！ カーブの先の状況を

簡易図形で表示

カーナビの表示

東京都心方面

八王子方面

１．安全運転支援のあり方

①①事故多発地点を中心とした対策事故多発地点を中心とした対策

（１）（１）路車協調による安全運転支援路車協調による安全運転支援

サービス導入前後の年間事故件数推移

145
132

35
21

0

40

80

120

160

H15.3～H16.2
（12ヶ月分）

H16.3～H17.2
（12ヶ月分）

H17.3～H18.2
（12ヶ月分）

H18.3～H18.12
（10ヶ月分）

サービス導入前 サービス導入後

（事故件数）
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・ 中山間地域などの地形的制約が大きい箇所において、１車線改良・待避所等を組み合わせた

1.5車線整備が存在
・ ＩＴＳ技術を利用し、安価で簡易に設置できるシステムの導入による、安全運転支援の検討が必
要

・ 中山間地域などの地形的制約が大きい箇所において、１車線改良・待避所等を組み合わせた

1.5車線整備が存在
・ ＩＴＳ技術を利用し、安価で簡易に設置できるシステムの導入による、安全運転支援の検討が必
要

【１．５車線整備に対応した路車協調システムの例】

安全運転支援による安全安心な道路交通

【山間部の１車線道路】

センサー

掲示板

②１．５車道路等の地域条件に応じた対策

※高知県における取組
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・ 高齢ドライバーが増加する中、高齢者等の運転支援への対応が必要
・道路の走りやすさを評価した「走りやすさマップ」のデータを活用し、カーナビから情報提供するな

ど、ナビゲーションの高度化を図ることが重要

・高齢ドライバーが増加する中、高齢者等の運転支援への対応が必要
・道路の走りやすさを評価した「走りやすさマップ」のデータを活用し、カーナビから情報提供するな

ど、ナビゲーションの高度化を図ることが重要

高齢者等の運転を支援するための高齢者等の運転を支援するための
ナビゲーション高度化のイメージナビゲーション高度化のイメージ

走りやすさマップの展開イメージ

0

2000

4000

6000

8000

10000

-19
歳

20-24
歳

25- 29
歳

30- 34
歳

35- 39
歳

40-44
歳

45-49
歳

50-54
歳

55- 59
歳

64
歳

65-69
歳

70- 74
歳

75- 79
歳

80- 84
歳

85
-89
歳

90 歳
以
上

2004年運転免許保有者数
2030年運転免許保有者数推計

0 15 - -

60-

2004年運転免許保有者数2004年運転免許保有者数

800万人

1700万人

倍増

2030年運転免許保有者数推計

増加する高齢ドライバー－２０３０年の人口と免許保有者の予測

0%

10%

20%

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

0%

25%

50%

75%

100%

高齢者に安心

　　新たに立ち寄る施設が増えた
　
　　安心して運転できる
　　新たに立ち寄る施設が増えた
　
　　安心して運転できる

運転時の安心感を向上－カーナビの効果に関するアンケート結果

高齢者でも安
心して運転

地図データの活用イメージ

１．安全運転支援のあり方

①①高齢者等の支援高齢者等の支援

（（22））ナビゲーションの高度化による安全運転支援ナビゲーションの高度化による安全運転支援

この先交差点

この時間は下校時
の子供が多いので
注意してください
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・ VICSユニットの累計出荷台数は１，６５０万台を突破
・ 通勤通学時等にはVICS情報が重視されているが、実際の渋滞状況との乖離も課題

・ 今後は、VICS情報のさらなる精度向上が必要

・ VICSユニットの累計出荷台数は１，６５０万台を突破
・ 通勤通学時等にはVICS情報が重視されているが、実際の渋滞状況との乖離も課題

・ 今後は、VICS情報のさらなる精度向上が必要

（１）（１）VICSVICS情報の拡充情報の拡充

①①ＶＩＣＳ情報の現状ＶＩＣＳ情報の現状

２．より効果的な道路交通情報の提供と活用

比較的重
視する
63%

もっとも重
視する
8%

重視しな
い
2%

あまり重
視しない
6%

どちらとも
いえない
21%

【通勤通学時のＶＩＣＳ情報の重視度】

どちらとも
いえない
16%

あまり感じ
ない
5%

感じること
はない
1%

よく感じる

18%

たまに感じ

る
60%

【ＶＩＣＳユニットの累積出荷台数】

1,658

911

658

448
280

181

1,5 02

1,188

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H18.9

（万台）

34 .0%

46. 6%

60.7 %

72 .9%

66.2%

53.4%

39 .3%

27.1 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1km

（n=788）

2km

（n=759）

5km

（n=809）

10km

（n=779）

変更する 変更しない

53.7%46.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

55.1%44.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【渋滞長別経路変更可能性（全目的）】
○通勤通学目的

○レジャー目的

○ＶＩＣＳ情報の利用者は渋滞長が長いほど経路変更する傾向○ＶＩＣＳ情報の利用者は渋滞長が長いほど経路変更する傾向
○特に通勤通学やレジャーといった目的をもった利用者は、渋滞長○特に通勤通学やレジャーといった目的をもった利用者は、渋滞長
１ｋｍ程度の情報により、約５割の利用者が経路を変更１ｋｍ程度の情報により、約５割の利用者が経路を変更

○７割がＶＩＣＳ情報を○７割がＶＩＣＳ情報を
重視重視

【通勤通学時におけるＶＩＣＳ情報の乖離】

○２割がＶＩＣＳ情報と○２割がＶＩＣＳ情報と
実際の渋滞状況と実際の渋滞状況と
の乖離を感じるの乖離を感じる

出典：（財）ＶＩＣＳセンター資料より作成

出典：（財）ＶＩＣＳセンターアンケート調査より作成
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・ 現在のＶＩＣＳ情報は、車両感知器等の道路に設置された装置により情報を収集
・ 各地域の特性を踏まえ、ＶＩＣＳ情報のサービスエリア拡大と精度の向上を図ることが重要
・ その際、プローブ情報等を活用し、精度の高い、効率的な情報収集・提供方策を検討することが
重要

・ 現在のＶＩＣＳ情報は、車両感知器等の道路に設置された装置により情報を収集
・ 各地域の特性を踏まえ、ＶＩＣＳ情報のサービスエリア拡大と精度の向上を図ることが重要
・ その際、プローブ情報等を活用し、精度の高い、効率的な情報収集・提供方策を検討することが
重要

②②今後の展開今後の展開

宇都宮
都区部

さいたま市

横浜市

那須町

日光市

【首都圏の例】 【栃木県北部の例】

主要地方道
以上の路線

渋滞度提供
路線

凡例凡例

高速道路

首都圏でもＶＩＣＳ情報の提供されていない路線は多い 主要な観光地でもＶＩＣＳ情報提供路線は少ない
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・ 冬期の路面状態や路面温度、気温等をWebサイトや電子メールを用いて配信することで、特に異

常気象時に有効活用
・道路関連情報の他、地域の観光情報や気象情報等の日常生活に密着した情報提供を行うなど

により、情報提供の効率性を図ることが重要

・ 冬期の路面状態や路面温度、気温等をWebサイトや電子メールを用いて配信することで、特に異

常気象時に有効活用
・道路関連情報の他、地域の観光情報や気象情報等の日常生活に密着した情報提供を行うなど

により、情報提供の効率性を図ることが重要

インターネットインターネットなどなど

この先は、
路面凍結し
ているようだ

「北の道ナビ」（北海道開発局）による情報提供

情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減

0
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暴風雪時 1/6～1/9

情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減
２２．道路交通情報の提供と活用．道路交通情報の提供と活用

・情報提供サーバ

（２）インターネット等を活用した情報提供（２）インターネット等を活用した情報提供
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（１日当り）

１日平均アクセス数１日平均アクセス数 Ｈ１９年暴風雪時のアクセス数Ｈ１９年暴風雪時のアクセス数

情
報
を
収
集

●災害・気象情報

・災害情報

・注意報・警報

●災害・気象情報

・災害情報

・注意報・警報

●道路管理者

・規制情報

・路面情報

など

●道路管理者

・規制情報

・路面情報

など

H15 H16 H17

【【「北の道ナビ」のアクセス件数の推移「北の道ナビ」のアクセス件数の推移】】

●関係機関の情報

・観光情報

・地域情報

●関係機関の情報

・観光情報

・地域情報

・道路の走りやすルー
トサーチ
など

○今後
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情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減
２２．道路交通情報の提供と活用．道路交通情報の提供と活用

（３）物流効率化等の支援（３）物流効率化等の支援

・国際競争力の強化、効率的で環境にやさしい物流の実現を目指すため、従来のハード整備ととも

に、ＩＴＳを活用した物流支援施策が必要
・物流事業者に対し、工事・規制情報や環境負荷の大きい交差点情報等を提供し、物流車両の走

行を支援することが重要

カメラ画像

etc.・・・

工事・規制情報

走りやすさに
関する情報

経路選択経路選択

走りや すさ優先

時間優先

最短距離

有料道路除く

経路選択経路選択

走りや すさ優先

時間優先

最短距離

有料道路除く

経路選択経路選択

走りや すさ優先

時間優先

最短距離

有料道路除く

経路選択経路選択

走りや すさ優先

時間優先

最短距離

有料道路除く

走りやすさ優先の経路選択

環境負荷の大きい
交差点情報

物流事業者の
運行管理センター

道路管理者等
の情報

運行計画の立案・指示

物流車両

情報提供

道路管理等
への反映

ＧＰＳ等を活用した
車両位置情報等

プローブを活用した
走行履歴

ＣＯ２排出量の評価

安全運転の評価

・
・
・

運行計画への反映

通行料金に
関する情報
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・通常の渋滞状況予測

・規制等を行った際の渋滞予測

・通常の渋滞状況予測

・規制等を行った際の渋滞予測

情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減
２２．道路交通情報の提供と活用．道路交通情報の提供と活用

（４）道路交通のマネジメント（４）道路交通のマネジメント

・ 円滑な道路交通を確保するため、流入制御等の交通マネジメントを実践することが重要

【【阪神高速での入路閉鎖シミュレーション結果阪神高速での入路閉鎖シミュレーション結果】】

○現況予測

本線上の渋滞
は緩和

料金所の
ブース制限で
渋滞が発生

○入路閉鎖ブース制限

交通管制システム交通管制システム

リアルタイムで運用する交通マネジメントの実現リアルタイムで運用する交通マネジメントの実現

交通管制業務の支援、計画や保全業務での活用、予測情報提供を目的に構築

【【阪神高速道路におけるシミュレーションシステムの事例阪神高速道路におけるシミュレーションシステムの事例】】

シミュレーションシステムシミュレーションシステム
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情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減

本線本線

赤青の信号制御により、１台ずつ本線に流
入させることで、本線の渋滞緩和、事故減少、
大気汚染やCO2を減少

【ロサンゼルスにおけるランプメタリングの例】 【ベルリンにおける可変速度制御情報の例】

渋滞末尾に近づくにつれ、50km/h、40km/h、
30km/hの推奨速度情報が提供される

本線の交通状況に応じて推奨速度情報を提供す
ることで、追突事故の防止や交通容量の増加に
寄与

【【参考参考】】海外における海外における交通マネジメントの実践例交通マネジメントの実践例
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大型車・重量超過車両管理の高度化情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減
情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減安全運転支援による安全安心な道路交通

３．大型車・重量超過車両管理の高度化

・ 無許可や許可条件違反などの重量超過車両の走行を防止するため、自動計測装置の整備を促進

・ 今後も整備を促進し、経路も含めて重量超過車両の走行実態を把握し、違反車両には指導警告

書を発出するなど、計測データに基づく道路交通管理を実施

・ 無許可や許可条件違反などの重量超過車両の走行を防止するため、自動計測装置の整備を促進

・ 今後も整備を促進し、経路も含めて重量超過車両の走行実態を把握し、違反車両には指導警告

書を発出するなど、計測データに基づく道路交通管理を実施

【参考】高速会社における取締り

（出典）東日本高速道路株式会社ＨＰ

【自動計測装置のイメージ】

自動計測装置の設置例

違反現場における措置命令
を行い重量・寸法に応じ違
反点数を加算。一定期間内
に違反を繰り返す車両には
ＥＴＣ大口・多頻度割引等
の停止措置等を実施。

車両検知機能

路側処理機能

軸重計測機能

車両検知機能

車両情報・経路情報取得機能

車両検知機能

路側処理機能

軸重計測機能

車両検知機能

車両情報・経路情報取得機能

平成19年１月から試験的に計測を開始
（平成19年１月までに全国７箇所）

東・中・西日本高速道路㈱においては、道路法等

に基づく措置に加え、ペナルティーとして独自に通

行料金の割引停止措置等を実施
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様々な機能を備えたＩＴＳ車載器
（１）（１）ITSITS車載器の概要車載器の概要

４．ＥＴＣの多目的利用様々な機能を備えたＩＴＳ車載器

・ ＥＴＣ車載器のセットアップ数は累計1,600万台以上（平成１９年３月現在）
・ 車両管理や決済サービス等の有料道路料金決済以外でＥＴＣ車載器を活用できる仕組みを2006
年4月から開始
・ 今後、ＥＴＣ車載器の利用シーン拡大により、ＥＴＣ車載器の普及や利便性向上を図ることが重要

・ ＥＴＣ車載器のセットアップ数は累計1,600万台以上（平成１９年３月現在）
・ 車両管理や決済サービス等の有料道路料金決済以外でＥＴＣ車載器を活用できる仕組みを2006
年4月から開始
・ 今後、ＥＴＣ車載器の利用シーン拡大により、ＥＴＣ車載器の普及や利便性向上を図ることが重要

自動車フェリーの乗船手続きについて、ＥＴＣを活用
し簡素化

■対象車種 ：乗用車（６ｍ未満の車両）
■効果：乗船手続簡素化、ＣＯ２排出量削減
■併せてＥＴＣ限定割引も実施

○フェリーの乗船手続き

駐車料金決済や身障者マス管理にＥＴＣを活用し、利便
性向上

○駐車場での決済等のサービス

身障者マス誘導システム身障者マス誘導システム
登録された車が来ると、進入防止
フラップが下りて、駐車が可能。
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・ カーナビ、VICS、EＴCといった様々な車載器が広く普及
・ ETCの通信機能活用し、一つの車載器で多様なサービスの提供を可能とするITS車載器を開発
・ カーナビのない車の安全運転を支援するため、発話型のＩＴＳ車載器も開発

・ カーナビ、VICS、EＴCといった様々な車載器が広く普及
・ ETCの通信機能活用し、一つの車載器で多様なサービスの提供を可能とするITS車載器を開発
・ カーナビのない車の安全運転を支援するため、発話型のＩＴＳ車載器も開発

発話型ITS車載器
（音声サービス）

カーナビ連携型ITS車載器
（音声＋画像サービス）

ピ！

この先合流車、注意

様々な機能を備えたＩＴＳ車載器

ピ！

この先、順調です。

ＩＴＳ
車載器

カーナビ

ＶＩＣＳ

ＥＴＣ

情報提供 料金収受 新たな
サービス

カーナビ

1995 2001 2007以降

：車載器

５．８GHz
ＤＳＲＣ

２．４GHz
ビーコン

多様な
メディア

：サービス

双方向通信
通信容量UP

地域情報の提供地域情報の提供地域情報の提供

【店舗情報提供】

【イベント情報提供】

日本風景街道に関する情報提供日本風景街道に関する日本風景街道に関する情報提供情報提供

日本パークライン
ルート

ITSITS車載器により車載器により
可能となるサービス可能となるサービス

安全運転支援（合流支援）安全運転支援（合流支援）安全運転支援（合流支援）

この先、合流
者注意

情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減情報提供による渋滞削減や環境負荷軽減
２２．．ＥＴＣの多目的利用と様々な機能を備えたＩＴＳ車載器

（２）ＩＴＳ車載器の概要（２）ＩＴＳ車載器の概要
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710

905

1,148

1,455

1,809

2,233
2,430

181
280

448

658

911

1,188

1,502
1,658

3.7 22.3 79.4
270

625

1,144

1,411

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

'00.3 '01.3 '02.3 '03.3 '04.3 '05.3 '06.3 '06.9

カーナビ VICS ETC

（万台）

カーナビ・ＶＩＣＳ・ＥＴＣの普及

主要なＩＴＳ関連システムの普及状況

・ カーナビの累積出荷台数2,430万台、VICSユニットの累積出荷台数1,658万台（2006年9月時点）
・ ETC車載器の累積セットアップ台数1,411万台（2006年9月時点）など、ＩＴＳが社会に浸透。

・ カーナビの累積出荷台数2,430万台、VICSユニットの累積出荷台数1,658万台（2006年9月時点）
・ ETC車載器の累積セットアップ台数1,411万台（2006年9月時点）など、ＩＴＳが社会に浸透。
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１．ＩＴ新改革戦略における位置づけ

２．具体的なスケジュール

１．ＩＴ新改革戦略における位置づけ

２．具体的なスケジュール

１．ITの構造改革力の追求
（２） 安全・安心な社会の実現

○世界一安全な道路交通社会
－交通事故死者数５，０００人以下を達成－

・2006年４月 官民一体の連携会議

を設立
・2008年度までに、安全運転支援シ
ステムの大規模な実証実験実施、検

証、評価
・2010年度から、安全運転支援シス
テムを事故多発地点を中心に全国展
開

・ 「IT新改革戦略」（2006年1月、IT戦略本部（本部長：内閣総理大臣））において、２０１２年末に交
通事故死者数５，０００人以下の達成実現に向け、官民が一体となり、 事故多発地点を中心に事故多発地点を中心にイ

ンフラ協調による安全運転支援システムの展開することとしている。

※苫小牧テストコースでの実験の様子

AHS（道路局）のイメージASV（自動車交通局）のイメージ

ＤＳＲＣアンテナ

この先、路面凍結

DSSS（警察庁交通局）
のイメージ

光ビーコン

安全運転支援による係る政府全体の考え方
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・ VICSは、ＶＩＣＳセンターで編集、処理された渋滞や交通規制などの道路交通情報をリアルタイム
に送信し、カーナビゲーションなどに表示する情報システム。

・ VICSは、ＶＩＣＳセンターで編集、処理された渋滞や交通規制などの道路交通情報をリアルタイム
に送信し、カーナビゲーションなどに表示する情報システム。

ＶＩＣＳの仕組み

情報伝達 ディスプレイ

電波ビーコン

光ビーコン

ＦＭ多重放送

レベル２
簡易図形表示型

レベル３
地図表示型

その他の情報

情報収集・加工・編集

道路
管理者

VICSセンター

都道府県
警察

レベル１
文字表示型

日本道路交通
情報センター

日本道路交通
情報センター
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・ 平成８年より東京圏で情報提供を開始し、現在では全都道府県でサービスを実施。
VICSで提供されるデータには“渋滞度”、“渋滞長”、“旅行時間”があり、5分毎に更新。
・ これまでサービスエリアの拡大を推進しているが、渋滞度の提供路線は、約20%であり、今
後も拡大。

・ 平成８年より東京圏で情報提供を開始し、現在では全都道府県でサービスを実施。
VICSで提供されるデータには“渋滞度”、“渋滞長”、“旅行時間”があり、5分毎に更新。
・ これまでサービスエリアの拡大を推進しているが、渋滞度の提供路線は、約20%であり、今
後も拡大。

VICSのエリア拡大の推移

平成９年度

平成１１年度

平成１３年度

平成１５年度

凡例

【エリア拡大の推移】
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汎用クレジットカードを活用した決済汎用クレジットカードを活用した決済汎用クレジットカードを活用した決済SA・PAでの等での情報接続（観光案内等）SASA・・PAPAでの等でのでの等での情報接続情報接続（観光案内等）（観光案内等）
安全運転支援（合流支援）安全運転支援（合流支援）安全運転支援（合流支援）

民間サービスの料金決済民間サービスの料金決済民間サービスの料金決済

シーニックバイウェイ情報の提供シーニックバイウェイ情報の提供シーニックバイウェイ情報の提供

地域情報の提供地域情報の提供地域情報の提供

【店舗情報提供】

【イベント情報提供】

日本パークラインルート

ＩＴＳ車載器によるサービスイメージ

・ 音声や画像を用いた安全運転支援のほか、クレジットカード決済、観光情報、音楽ダウンロード、

インターネット接続等のエンターテイメントなど、様々なサービスを受けることが可能。

・ 音声や画像を用いた安全運転支援のほか、クレジットカード決済、観光情報、音楽ダウンロード、

インターネット接続等のエンターテイメントなど、様々なサービスを受けることが可能。

ＩＴＳ車載器 33



ＩＴＳ車載器を活用した公道実験のイメージ（案）

東京外環自動車道

浦和南

美女木JCT
戸田南

戸田南

高島平

高島平

５号池袋線 中台

中台

志村本線料金所

板橋本町

板橋本町

志村（上）

●

新板橋

滝野川

中央環状王子線

板橋

北池袋 北池袋

高松

板橋
JCT

東池袋

東池袋（下）
●

護国寺

護国寺

早稲田

飯田橋

飯田橋

西神田西神田

竹橋
JCT

●神田橋（外）

一ツ橋

北の丸

神田橋

神田橋

日本橋

八重洲線 神田橋
JCT

代官町

代官町

三宅坂
JCT

霞ヶ関
霞ヶ関

霞ヶ関

３号渋谷線

谷町（外）

●

外苑 (上)

赤坂トンネル

● 外苑

外苑

代々木PA
●

●
参宮橋（上）

代々木

新宿（上）

●

新宿

中央環状新宿線

初台

初台

幡ヶ谷

幡ヶ谷

４号新宿線永福

永福

永福本線料金所
●

高井戸

高井戸

中央自動車道

谷町JCT

音声による情報提供音声による情報提供音声による情報提供

情報接続情報接続情報接続

○○PA

前方状況情報提供前方前方状況情報提供状況情報提供

音声＋画像サービス音声＋画像サービス音声＋画像サービス

○○方面、渋滞
中です。

合流支援合流支援合流支援

音声＋画像サービス音声＋画像サービス音声＋画像サービス 音声サービス音声サービス

ピ！この先合流車、注意

ピ！この先合流車、注意

前方障害物情報提供前方障害物情報提供前方障害物情報提供

音声＋画像サービス音声＋画像サービス音声＋画像サービス

音声サービス音声サービス

ピ！この先渋滞、注意し
て運転してください

早稲田（上）

●

●飯田橋（下）

●神田橋（内）

●
霞ヶ関（外）

●
赤坂 TN（上）

●

永福（上）

高井戸（上）

●
幡ヶ谷ランプ（上）

●：電子標識情報提供

●
幡ヶ谷（上）

●
北の丸（外）

●：一般情報提供

実験実施箇所（案）

午後○○時○○分現在の首都高
速４号新宿線上りの情報をお知ら
せします。・・・・・

音声サービス音声サービス

○○方面、渋滞中
です。

音声サービス音声サービス

ピ！この先渋滞、
注意して運転して
ください

首都高速における公道実験のイメージ（案）

・ 次世代道路サービスの本格運用に向けた、首都高速道路での取り組みを実施（スマートウェイ２０
０７）
・ 実験では、音声や画像を用いた様々なサービスを提供し、その効果や利用者の受容性を検証

・ 次世代道路サービスの本格運用に向けた、首都高速道路での取り組みを実施（スマートウェイ２０
０７）
・ 実験では、音声や画像を用いた様々なサービスを提供し、その効果や利用者の受容性を検証
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